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【利用上の注意】   

（1）表章記号の規約  

計数のない場合  

統計項目のあり得ない場合  

計数不明又は計数を表草することが不適当な場合  

表章単位の2分の1未満の場合  

減少数（率）の場合  

（2）この概況に掲載の数値は四捨五入しているため、内訳の合計が「総数」に合わない場合   

がある。   

（3）「世帯」に関する事項において、年次推移に係る昭和60年以前の数値は「厚生行政基礎   

調査（厚生省大臣官房統計情報部）」による。   

（4）平成7年は、阪神・淡路大震災の影響により、兵庫県については調査を実施しておらず、   

数値は兵庫県分を除いたものとなっている。   



調 査 の 概 要  

1 調査の目的  

この調査は、保健、医療、福祉、年金、所得等匝Ⅰ民生活の基礎的事項を調査し、厚生労働   

行山女の企画及び運営に必要な濃礎資料を得ることを目的とするものであり、昭和61年を初年   

として3年ごとに大規模な調査を実施し、中間の各年は小規模な調査を実施することとして   

いる。  

平成19年は、第8ト＝＝乃大規模調査を実施した 

2 調査の対象及び客体  

全国の世帯及び世帯員を対象とし、世帯票及び健康票については、平成17年国勢調査区か   

ら層化無作為抽出した5，440地区内のすべての世帯及び世帯員を、介護票については、同地   

区から無作為に抽出した2，500地区内の要介護者・要支援者を、所得票及び貯蓄票について   

は、前記の5，4∠tO地区に設定された単位区から無作為に抽山した2，000単′位区内のすべての世   

帯及び世帯員を客体とした 

（注：「単位区」とは、推計精度の向L、調査員の負担平準化等を図るため、一つの国勢調  

査区を地理的に分割したものである。、）   

3 調査の実施日  

世帯票・健康票・介護票  平成19年6月71］（木）  

平成19年7月12L」（木）  所得票・貯蓄票   

4 調査の事項  

世帯票  単独世帯の状況、5月中の家計支H総額、世帯主との続柄、性、出生  

年月、配偶者の有無、医療保険の加入状況、公的年金・恩給の受給状況、  
公的年金の加入状況、乳幼児の保育状況、就業状況等  

自覚症状、通院、日常生活への畏；響、健康意識、悩みやストレスの状況、  

こころの状態、健康診断等♂〕受診状況等  

介護が必要な者▲の惟別と出生年刊、要介護度の状況、介護が必要となっ  

た原因、屏宅サー ビスの利川状況、i二に介護する者の介護時間、家族等  
と事業者による主二な介護内容等  

所得の種甑別金灘、所得税等の額、生活意識の状況等  

貯蓄現在高、借入令残高等  

所得票  

貯蓄票  

5 調査の方法  

世帯票、健康票、介護票及び貯蓄票につい ては、あらかじめ調査員が配布した調査票に世   

帯iiが［‘すら【三▲己入し、後‖、調査員が回収するノノ法により行った。ただし、健康票、貯蓄票に   

ついては、密思川寺川叉するノ／法により子」二った√  

所得票に／⊃いては、調査員が世帯を訪問し、面接聞き取りの仁、調杏票に記入するノノ法に   

より行った 

1－   



6 調査の系統   

・世帯票・健康票・介護票  

厚生労働省 一 都道府県  指導員  保健所  

」保健所設置市 
特  別  区  

」  

・所得票・貯蓄票  

厚生労働省 一 都道府＝県  

L市．  
福祉事務所  指導員 一 調査員  世帯  

特別区及び福祉  

事務所を設置する町村  

7 結果の集計及び集計客体  

結果の集計は、厚生労働省大臣官房統計情報部において行った。  

なお、調査客体数、回収客体数及び集計客体数は次のとおりであった。  

調 査 客 体 数   回 収 客 体 数  集計客体数  

（集計不能のも♂）をl坑ミいた数）   

世帯票・健康票   287，807世帯   230，596世帯   229，821世帯   

所得票・貯蓄票   36，285世帯   24，578世帯   23，513世帯   

介護票   6，165人   5，745人   5，495人   
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結 果 の 概 要   

Ⅰ 世帯数と世帯人員数の状況   

1 世帯構造及び世帯類型の状況  

平成19年6月7日現在における我が国の世帯総数は4802万7千世帯となっている。   

世帯構造別にみると、「夫婦と未婚の子のみの世帯」が1502万3千世帯（全世帯の31．3％）  

で最も多く、次いで「単独世帯」1198万5千世帯（同25．0％）、「夫婦のみの世帯」1063万■8千  

世帯（同22．1％）の順となっている。   

世帯類型別にみると、「高齢者世帯」は900万7千世帯（全世帯の18．8％）、「母子世帯」は  

71万7千世帯（同1．5％）となっている。（表1、図1）  

表1世帯構造別、世帯類型別にみた世帯数及び平均世帯人員の年次推移  
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2 65歳以上の者のいる世帯の状況  

65歳以上の者のいる世帯は1925万9千世帯（全世帯の40．1％）となっている。   

世帯構造別にみると、「夫婦のみの世帯」が573万3千世帯（65歳以上の者のいる世帯の  

29．8％）で最も多く、次いで「単独世帯」432万5千世帯（同22．5％）、「三世代世帯」352万  

5千世帯（同18．3％）の順となっている。（表2、図2）  

表2 世帯構造別にみた65歳以上の者のいる世帯数及び構成割合の年次推移  
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注：平成7年の数伯は、兵庫県を除いたものである。  

図2 世帯構造別にみた65歳以上の者のいる世帯数の構成割合の年次推移  
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65歳以上の者のいる世帯のうち、高齢者世辟を世帯構造別にみると、「夫婦のみの世帯」  

が439力▲1干世帯（高齢者世帯の48．7％）、「単独世帯」が432万5千世帯（同48．0％）となっ  

ている。（表：う、図3）   

「単独世帯」を性別に年齢階級の構成割合をみると、男は「65～69歳」が32．9％、女は  

「75～79歳」が2‘4．4（～′もと多くなっている。（［受14）  

表3 世帯構造別にみた高齢者世′浩数及び構成割合の年次推移  
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3 児童のいる世帯の状況  

児童のいる世帯は1249万5千世帯（全世帯の26．0％）となっており、世帯構造別にみると、  

「夫婦と未婚の子のみの世帯」864万6千世帯（児童のいる世帯の69．2％）が最も多く、次い  

で「三世代世帯」249万4千世帯（同20．0％）となっている。（表4）   

児童のいる世帯の母の仕事の有無をみると、「仕事あり」は59．4％となっている。末子の年  

齢階級別にみると、末子の年齢が高くなるにしたがって、 「仕事あり」の割合は高くなって  

いる。（図5）  

表4 世帯構造別にみた児童のいる世帯数及び平均児童数の年次推移  

児前のいる 世 帯 の 平均児童数  
全世帯に  
占める割合   
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図5 児童のいる世帯における末子の年齢階級、母の仕事の有無、勤め（勤め先での呼称）か  

自営か別構成割合  平成19年  
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什事ありの種の一「1の、ド均就業時間を末子の年齢階級別にみると、いずれも8時間未満が  

5割以上を占めており、未了・が0歳の場合は7割を超えているく〕（図6）  

図6 未了一の年齢階級別にみた母の一口の平均就業時間階級別構成苦り合  

平成19年  
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Ⅱ 各種世帯の所得等の状況  

「平成19年調査」の所得とは、平成18年1月1日から12月31日までの1年間の所得である。   

1 年次別の所得の状況  

平成18年の全世帯の1世帯当たり平均所得金額は 566万8千円となっており、前年と比較   

すると0．5％の増加となっている。また、高齢者世帯の1世帯当たり平均所得金額は 306万3   

千円、児童のいる世帯の1世帯当たり平均所得金額は 701方2千円となっている。（表5）  

表5 1世帯当たり平均所得金額の年次推移  

平成  

9年  10   12   13   14   15   16   17   18   

全世帯の1世帯当たり  

平均所得金額（万円）  
657．7 655，2 626．0 616．9 602．0 589．3 579．7 580．4 563．8 566．8  

対前年増力‖率（％）   △ 0．5 △ 0．4 △ 4．5 △1．5 △ 2．4 △ 2．1△1．6   0．1 △2．9   0．5   

高齢者世帯の1世帯当たり  

平均所得金額（方円）  
323．1 335．5  328．9  319．5  304．6 304．6 290．9 296．1 301．9  306．3  

対前年増加率（％，）   2．2   3．8 △ 2．0 △ 2．9 △ 4．7   0．0 △ 4．5  1．8   2．0  1．5   

児童のいる世帯の1世帯  
当たり平均所得金額（ガ円）  767．1 747．4  721．4  725．8  727．2  702．7  702．6  714．9  718．0  701．2  

対前年増加率（％）   △1．9 △ 2．6 △ 3．5  0．6   0．2 △ 3，4 △ 0．0 1．8   0．4 △ 2．3  

所得金額階級別世帯数の分布をみると、「300～400万円未満」が13．2％、「200～300万円  

未満」が12．9％と多くなっている。   

中央値は 451万円であり、所得金額が世帯全体の平均額（566万8千円）より低い世帯の割  
合は 61．2％となっている。（図7）  

図7 所得金額階級別世帯数の相対度数分布  
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2 五分位階級別の所得の状況  

所得五分位階級別に所得金額をみると、最も低い第一階級は214万円以F（1世帯当たり   

平均所得金額129ガH）、第Ⅲ階級は214～365万円（同289ガ8千円）、第Ⅲ階級は365～554万   

円（同455ガ1千Ilj）、第Ⅳ階級は55⊥4～8：i8万「1j（同682ノノ3千H）、第V階級は838カー「1］以上（卜れ277   

万8千円）となっている。（図8）  

各五分位階級の1世′借、一1たり平均所得金額をみると、第Ⅲ階級では前年に比べて減少して   

いるが、第Ⅳ、第Ⅴ階級では増加している〔（表6）  

図8 所得金額別にみた世帯数の相対累積度数分布及び所得五分位階級別分位値  

平成19年調査  

榊）却＝ 洲l川）州 … 7川）八川＝j川）l川椚11川）1州）1川）川）＝11り〔一  方「り  

所  得  金  額  

表6 所得′l二分位階級別にみた1世帯、11たり平均所得金額の年次推移  

（中位：方円）  

所得五分位    、円茂9隼   

階  級  
12   13   ‖   15   17   18   

総  数  657．7  （う55．2   626．0  616．9  6（）2．0   5ト且：う   579．7   5日O．′1  563．8   566．8   

第  】   ト1（う．〔） 15：う．H  l′11．リ  136．5  135．0  1：Z6．9  1：うl．′4  1：Z3．9  129．O  129．（）   

第 II   こう川．R  ：う音1．（）  3：三0．り  ：う16．（） ：う1〔〉．1  こうりこう∴1  ニi（）5．1  291．7   289．R   289．8   

第  Il】  5：う8．5   5∴′15．H   5（）7．1 197．1 186．1  ′177．6  17日．1 165．8  159．5   ′155．1   

昔‡ Ⅰ＼′■   792．7   7ト；2．2   755．（）  7■1：う∴う   72H．R   716．3   710．5   725．′1  679．7   682．3   

第  、′  1′川t〕．8 l′′1ニう～）．5 1′1（）5．7 1ニうリ1．2 1：シ19．9 ユ ニう2：Z．n l二三72．〔）1：Z95．11261．′11277．8   
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3 世帯主の年齢階級別の所得の状況  

世帯主の年齢階級別に1世帯当たり平均所得金額をみると、「50～59歳」が 760万7千円で  

最も高く、次いで「40～49歳」、「30～39歳」の順となっており、最も低いのは「29歳以下」  

の 317万2千円となっている。   

同様に世帯人員1人当たり平均所得金額をみると、「50～59歳」が 250万2千円で最も高く、  

最も低いのは「29歳以下」の166万2千円となっている。（表7、図9）  

表7 世帯主の年齢階級別にみた1世帯当たり一世帯人員1人当たり平均所得金額  

（単位：万円）  平成19年調査  

（再掲）  
総   

数  29歳以F  30～39歳  40～49  50′＼′59  60～69  70歳以上   65歳以上   
1世帯当たり  

平均所得金額   566．8   317．2   555．4   704．9   760．7   544．0   408．8  432．0   

世帯人員1人当たり  

平均所得金額   207．1  166．2  181．4   202．3   250．2   214．6  181．5  186．7   

注：年齢階級の「総数」には、年齢不詳を含む  

図9 世帯主の年齢階級別にみた1世帯当たり一世帯人員1人当たり平均所得金額  

平成19年調査  

29歳以下 30～39歳 40～49  50～59  60～69 70歳以上 65歳以上  

（再掲）  
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4 特定の世帯別の所得の状況   

特定の世帯について、所得金額階級別に世帯数の分布をみると、250万円未満が「母子世  

借」では60．81％、「高齢者世帯」では 50．7％となっている〔）   

世帯人員1人、」うたりでみると、「高齢者世帯」では195万5干円、「母イー世帯」では  

87万6千Hとなっている。（表8）  

表8 所得金額階級別世帯数の相対度数分布  

平成19年調査   

高齢者世帯  児童のいる世帯  母 子 世 帯  

所得金額階級  

塁樟＝う）ごヰ1「■「力㌧率  呈′け狛’1分率l汗 三才ヰ  累桔仁’1■分率 卜1 分ヰi  

「 ）  （））  （ ）  （ ）  （，） （（）（，）   

総  数   100．0   100．0   100．0   

50 力▲「1」ネこ満   ∠1．0  ノ4．0   0．1  0．1   1．8  1．8   

50～100方円木浦  15．3  11∴う   0．9  0．7  11．7  10．0   

＝）0ヘノ150   27．8  12．5   2．8  1．9  ：ミ2．1  20．4   

150へノ 200   39．2  11．1   4．9  2．1  46．3  14．1   

2：00′＼′ 250   50．7  11．5   8．9  4．0  60．8  1∫4．6   

2：50′、 300   60．9  10．2   12．3  3．5  71．6  10．8   

3．00へノ 350   70．9  10．0   18．0  5．6  82．7  11．1   

3．50′一㌧ 400   78．8  7．8   23∴う  5．‘4  88．2  5．5   

400′＼／450   84．1  5．4   29．1  5．8  92．2  4．0   

450へノ 500   87．8  3．7   34．9  5．7  95．3  3．1   

500～ 600   92．2  4．4   17．0  12．1  97．8  2．5   

600〈－ 700   94．9  2．6   58．7  11．8  99．6  1．8   

700へノ 800   96．2  1∴i   68．4  9．7  99．8  0．2   

800～ 900   97．1  0．8   76．1  7．7  99．8   

900′、1000   97．7  0．6   82．6  6．5  99．8   

1000 力‾ 円 以 上  100．0  2．3  100．0  17．4  100．0  0．2   

1世帯？±：∃たり  
：う06．3   701．2   236．7   

平均所得金額（〃門）  

世帯人員1人ゝL与たり  

平均所得金額（万円）   
195．5   16∠4．6   87．6   

中央伯（力‾円）   244   616   206   
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所得の種類別1世帯当たり平均所得金額の構成割合をみると、全世帯では「稼働所得」が  

76．7％、「公的年金・恩給」が17．3％であるが、高齢者世帯では「公的年金・恩給」が 68．4  

％、「稼働所得」が18．4％となっている。（表9）   
公的年金・恩給を受給している高齢者世帯のなかで「公的年金・恩給の総所得に占める割  

合が100％の世帯」は 61．5％となっている。（図10）  

表9 所得の種類別1世帯当たり平均所得金額及び構成割合  

平成19年調査  

仕送り・  

公的年金・  
年金以外の   

総所得  稼働所得   恩  
給   

財産所得   社会保障    企業年金 
給付金  

1世帯当たり平均所得金額（単位：万円）  

全世帯  566．8  434．8  98．2  18．1  3．4  12．2   

高齢者世帯   306．3  56．2  209．4  23．0  2．5  15．2   

児童のいる世帯   701．2  643．0  33．2  13．8  4．9  6．3   

母子世帯   236．7  185．8  10．9  1．1  27．6  11．2   

1世帯当たり平均所得金額の構成割合（単位：％）  

全世帯  100．0  76．7  17．3  3．2  0．6  2．2   

高齢者世帯   100．0  18．4  68．4  7．5  0．8  5．0   

児童のいる世帯   100．0  91．7  4．7  2．0  0．7  0．9   

母子世帯   100．0  78．5  4．6  0．5  11．7  4．7   

図10 公的年金・恩給を受給している高齢者世帯における公的年金・恩給の  

総所得に占める割合別世帯数の構成割合  

平成19年調査  

－12一  
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5 貯蓄、借入金の状況  

貯蓄の状況をみると、貯蓄のある世帯は87．1％で、全世帯の1世帯当たり平均貯蓄額は1143  

カHとなっている。，世帯主の年齢階級別にみると「貯蓄がある」は「40～49歳」が 89．1％と  

最も高く、「29歳以下」は 79．7％と最む低くなっている。   

借入金の状況をみると、借入金のある世帯は こう0．7（冥）で、全世帯の1世帯、うたり、ド均借入余  

額は 423ガ8千「1］とな／つている。世帯主三の年齢階級別にみると、「借入金がある」は「40～49歳」  

が 53．9％と最も高く、1世帯当たり平均借入金額は 872フブ4千円となっている。（表10）  

表10 世′昔主の隼齢階級別にみた貯蓄額階級別・借入金額階級別世帯数の構成割合  

（申イ毒二：（舛，）  平成19年  

総 数29臥トニう9歳…9～5960～6970歳以上 
貯蓄額階級  

数   100．0  100．0  100．0  100．O  100．O  100．O  100．0  100．0   
貯 蓄  が な い   10．2  18∴∋  9．3  8．3  9．4  9．6  11∴4  11．2   

貯 蓄 が あ る   87．1  79．7  88．9  89．1  88．6  87．7  84．9  85．4   

50 万 円 来満   6．1  22．9  6．6  ∫1．3  4．4  4．9  5．9  5．6   

50～100万円木浦   3．H  lO∴う  5．R  ：う．9  2．7  2．8  3．3  3．0   

100へノ 200   7．6  15．7  12．0  7．2  6．1  5．7  7．0  6．8   

200一、－ 300   5．9  8．5  10．0  6．0  4．7  1．7  5．′1  5．2   

：う00～ 400   h3  4．7  9．9  7．1  5．2  5．∠1  5．9  5．B   

′100～ 50（）   こう．7  こう．2  5，7  ′1．7  3∴4  3．（）  3．1  ：う．2   

500～ 700   9∴う  1，0  10．R  ll．3  9．9  8．3  8．8  8．9   

700へ）100（J   7．5  2∴1  8．9  10．0  ト；．1  7．1  6．0  6∴う   

10（〕0へ」500   （）∴う  1．1  7．2  10．6  11．2  9．7  9．2  9．2   

1500′㌧2000   1．9  〔）．7  3．0  1．9  5．6  6．5  ′1．9  5．3   

2000一－：う0〔）0   6．5  0∴う  2．0  5．8  8．2  8．7  7．0  7．ご′1   

：う000万円以上   9．0  し）．5  l．2  ′1．H  lO．7  1／1．1  10．9  11．4   

貯蓄あり額不詳   7∴i  5∴う  6．O  R．0  軋3  6．8  7．6  7∴′1   

不  詳   2．h  2．0  1．8  2．5  2．0  2．7  3．7  3．′1   

1ttt帯ゝ1たり平均  
1‖3．0  1日l∴1  515．9   日R6．5 1：う27．2 1539．0 1295．6 13ニミ4．4   

貯蓄細（ガIIj）  

情人金額階級  

数   1（10．〔）   10什（）   100，（二）  川0．0  100．0  100．0  100．0  100．0   

借入金が な い   6ニう．8  79．0  5ノ′1．（二）   ‘11．9  51．9  72．1  日O．3  78．2   

竹入 金 が あ る   ニiO，7  17．0  12．9  53．9  ∫′1：う．H  22∴1  11．こう  1／1．1   

50 力▲llj 未満   1．1  2∴う  1∴1  0．8  l．3  1．1  0．7  （）．8   

50へノ100ガ「Ij未満   1．5  2．2  2．2  l．5  1．7  L4  0．8  1．1   

10∩′一） 2（）0   2．8  ：う．0  2．7  3．0  1．2  2．9  1．6  1．9   

2（〕0へノ 300   2．1  2，0  2．1  1．7  ∫ノ1．0  1．9  1．2  1.:111 

300へノ 400   1．7  0．3  1．1  1．7  3．3  1．5  1．0  1．1   

40（巨） 500   1．1  0．5  0．6  1．5  1．9  1．2  0．5  0．7   

50（巨） 700   2．2  0∴う  1．5  ：ミ∴1  1．2  1．9  0．9  1．2   

70（）′、100（）   2∴1  0．5  こ三．1  ′1．5  3．5  2．1  1．0  1．3   

10（）n（）1500   ：う．9  1．5  5．0  7．5  6．2  2∴1  1．0  1．4   

1500～2000   ：う．1  1．5  5．9  7．2  3．5  1．7  （）．6  0．8   

20（）0′‾－300（二）   5．（）  2．0  12．ノ1  11∴1  5．2  2．0  0．6  0．9   

：川0（）万一l］以卜   こう．0  （）．9  5．0  7∴1  ：う．5  1．6  0．H  l，0   

情入金あ町鯨不詳   1．0  0．1  1．1  2．2  1．3  0．5  0．5  0．5   

イニ  l洋   5，4  ′1．0  ：う．0  4．2  4．4  5．5  8∴1  7．7   

1世帯、11たり平均  
′12こう．8  卜1（〕∴う   71日．3   872∴1  5′1：う．2  ：259．1   120．6  150∴う   

倍人金額（万「1ヨ）  

rL l） 総放 ∴ごL、て川」iiイ＼】トン1上  
ご） 車ル糾明け 川．′′⊥1さ′′／、、た三1、ノト：い什ゝL／1－て√・1JニイLf，1‡川Llミニ1ノー∴吊   

：；）【】1－㌍け、世帯（ノ明∴廿ハ吉★裾ノい′ネノりLJ川うさし、相月朽j（酔余 し偵1モ）、保陳サ、イl価証左、÷り他）∴＝皿川．ーし∴二いナ‖、  

－▲1：ミー   




